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Q1.「予算」から何がわかる？
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歳 入
＝1年間の収入

歳 出
＝1年間の収入の使い道

会計 ＝歳入と歳出を経理
するためのお財布

市民のみなさんに納めていただいた税金が、どのような形で使われ
ていくかがわかります。

基金＝貯金

市債＝借金

Answer



Q2.「予算」はどうやって決まる？
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予算成立までの流れ

市長は、前年の夏頃から予算案の検討を始め、新しい年度が始まる
前の議会に予算案を提出します。
予算は、市民の代表である議会の議決により成立します。

～前年の10月

２月

３月

４月

予算の編成方針を策定

予算案を議会に提出

議会の議決＝予算成立

新年度の始まり・事業開始

松江市総合計画

『松江市』がめざす将来の姿を
描き、住みよいまちをつくって
いくために、どのように取り組
んでいくのかが決められてい
ます。

中期財政見通し

５年後の松江市の財政状況が
どのようになっているかを示
しています。
毎年の支出や収入、貯金や借
金などを推計しています。

市民の声

市は市民の皆さんから何を期
待・要望されているか、どんな
サービスを望まれているかを
考えています。

予
算
書

Answer



Q3.松江市のお財布の大きさはどれくらい？
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令和6年度当初予算
において一般会計は、
1,064億円です。
特別会計・企業会計
を合わせた全体では、
1,936億円です。

一般会計 特別会計 公営企業会計

1,064億円 460億円 412億円

通常、市のサービスは一つの大きなお財布でやりく
りを行っています。
この会計を「一般会計」といいます。

一般会計のお金と混じ
らないよう、別のお財布
でやりくりをします。
この会計を「特別会計」
といいます。

特別会計のうち、民間
の会社と同じようなお財
布で、お金のやりくりを
する会計を「公営企業会
計」といいます。

特別会計 金額

介護保険事業 217億円

国民健康保険事業 179億円

後期高齢者医療保険事業 60億円

宍道国民健康保険診療施
設事業

2億円

その他 4事業 ２億円

合計（8事業） 460億円

公営企業会計 金額

下水道事業 14３億円

病院事業 135億円

水道事業 94億円

ガス事業 25億円

交通事業 15億円

合計（5事業） 412億円

Answer



市税の内訳

Q4.一般会計にはどんな収入があるの？
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市税

284億円

地方交付税

227億円

国庫支出金

201億円

県支出金

81億円

市債

93億円

分担金及び使用料

26億円
その他

152億円

国や県から
もらうお金

主な収入としては市の税金と地方交付税、
そのほか国や県からの収入、使用料、負担金、借入金などがあります。

国や銀行の
借入金

市民の皆さんに
納めていただいた
市の税金

※地方交付税には、臨時財政対

策債を含めています。

臨時財政対策債とは・・・

地方の財源不足を補てんするた

め特例的に認められる地方債。

この元利償還金は、その金額が

後年度交付税措置され、いわば

交付税の肩代わりといえます。

令和6年当初予算一般会計
内訳 1,064億円

個人市民税・法人市民税…個人の所得に応じて課税されるのが「個人市民税」、

市内の会社（法人）の収入などに応じて課税されるのが「法人市民税」です。

固定資産税…土地や家、マンションなどを持っている人に課税されます。

都市計画税…市街化区域内の土地や家などを持っている人に課税されます。

その他の市税…たばこ税、軽自動車税、入湯税があります。

Answer



Q５.地方交付税って何？
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全国どこでも一定水準のサービスが提供できるように、国から交付され
るお金です。
地方交付税は、人口密度や税収が少ない団体には多く交付され、財政力
の差を小さくしています。

市民一人当たりの収入
（令和4年度決算ベース）

人 口
（令和5年1月1日時点）

面 積 人口密度
（令和2年度国勢調査時点）

市民一人当たり
市税

市民一人当たり

地方交付税

松江市 197,843人 572.99ｋ㎡ 355人 145,970円 113,456円

名古屋市 2,294,854人 326.50ｋ㎡ 7,143人 265,609円 5,610円

広島市 1,184,731人 906.69ｋ㎡ 1,324人 204,382円 49,356円

鳥取市 183,269人 765.31ｋ㎡ 246人 131,333円 130,886円

Answer



Q６.「市債＝借金」なら借りない方がいい？

7

道路整備や学校の改修などをするには、多額の資金が必要です。
一括払いすると、ほかの事業（サービス）ができなくなってしまいます。
将来世代と現役世代との費用負担を公平にするため、「長期ローン」とし
て借りています。

令和6年度借り入れる主な市債の使い道

整備する項目 金額

新庁舎整備 19.3億円

道路橋りょう整備 18.7億円

消防施設整備 12.2億円

小中学校整備 6.2億円

保健体育施設整備 4.8億円

社会教育整備 4.5億円

 

Answer



Q７.収入の使い道は？
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市民すべてが希望の持てるまちづくりを行なうため、福祉や教育など
さまざまなことに使われています。

令和6年度当初予算一般会計1,064億円の使い道

消防・議会費 等

商工・農水・労働費

土 木 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

総 務 費

民 生 費

49億円

58億円

95億円

107億円

111億円

114億円

127億円

403億円
こどもや障がい者、高齢者など市民の福祉のために

市政運営のために

小中学校や文化、スポーツなどの教育のために

健康づくりや環境に配慮した循環型の地域づくりのために

市が借りた市債の返済のために

道路や公園、河川、橋りょうなどまちづくりの基盤整備のために

企業立地と雇用対策、産業振興による活力あるまちづくりのために

火災・救急対応や議会の運営のために

Answer



Q８.市のサービスにはどんな経費がかかっている？
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人件費や福祉サービス、学校や道路などの施設整備、市債の返済などの
経費がかかっています。

令和6年度当初予算一般会計1,064億円
の使い道の見方を変えると・・・

義務的経費 投資的経費 その他の経費

扶助費 263億円
保育所入所費、障がい者自立
支援給付費、生活保護費など

人件費 181億円
職員給与や諸手当、議員・委員
の報酬など

公債費 107億円
過去に借りた市債の返済に
かかる経費

普通建設事業費 137億円
学校や道路、公園などの整備に
かかる経費

災害復旧事業費 3億円
大雨で崩落した道路等の復旧費

物件費 153億円
サービス提供に必要な経費や公
共施設の管理運営に必要な経費

補助費等 111億円
特定の事業を推進するための
補助金

繰出金 82億円
一般会計から特別会計への支出

その他 27億円
施設修理や基金の積立金など

Answer



Q9.松江市の貯金と借金はどれくらい？
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一般会計では、令和6年度未見込での積立金（貯金）残高が84億円、
市債（借金）残高が1,041億円です。積立金（貯金）においては、義務的
経費や普通建設事業費の増額などに対し、不足する財源を補うため、
財政調整基金の取り崩しを大きく見込んでいます。
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Answer 財政調整基金とは・・・

景気の変動などで財源

が著しく不足した場合

に、それを埋めるため

の財源等に充てるため

に設置された基金。



Q10.予算を身近な数字であらわすと・・・？（その１）
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一般会計を市民一人当たり（※）に換算すると542,87５円です。
ただし、予算の使い道の中には、特定の人が対象のものもあります。
※令和6年１月1日現在松江市人口196,021人から算出。

Answer

こどもや障がい者、高齢者など市民の福祉に

205,421円

市民一人当たり一般会計予算

こどもや障がい者、
高齢者など
市民の福祉に

205,421円

市政の運営に

64,612円

小中学校や文化、
スポーツなど
教育に

57,929円

地域の
産業振興に

29,748円

道路や公園、
区画整理
などに

48,567円

市債の返済に

54,700円

市民の健康や
よりよい
生活環境に

56,810円

火災・救急対応
や議会の運営に

25,088円



Q10.予算を身近な数字であらわすと・・・？（その２）

205,421円

市政の運営に

64,612円

小中学校や文化、
スポーツなど
教育に

57,929円

地域の
産業振興に

29,748円

道路や公園、
区画整理
などに

48,567円

市債の返済に

54,700円

市民の健康や
よりよい
生活環境に

65,810円

火災・救急対応
や議会の運営に

25,088円

公園・緑地の整備や維持

2,645円
（市民一人当たり）

保育園・幼稚園の運営

1,692,010円
（園児一人当たり）

児童クラブの運営

481,617円
（児童クラブに通って
いる児童一人当たり）

高校の運営

中学校の運営小学校の運営

道路の整備・維持補修 ごみの処理

15,051円
（市民一人当たり）

15,914円
（市民一人当たり）
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３３０,３１９円
（生徒一人当たり）

98,725円
（生徒一人当たり）

106,133円
（児童一人当たり）

市
78,000円 国・島根県

19,209円

その他
1,516円

136,216
481,617

保護者
61,822円

国・島根県
179,918円

市
87,593円

その他
2,231円

保護者
69,802円

国・島根県
275,020円

市
136,216円

その他
579円

国・島根県
20,549円

市
82,312円

その他
3,272円

市
216,342円

市債
43,750円

その他
9,280円

国・島根県
８２円

市
128,709円

その他
132,125円

市債
13,898円
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